
2021 年度執行部スタート!! 組合員からの声を労働条件改善の第一歩に!! 
長く働き続けられる職場環境、働きがいのある労働条件の実現をめざします 

    
 5 月 20 日に行なった選挙で、医学部支部四役並びに会計監査員全員が信任されました。6 月

15 日に各職場や職種からの代表である執行委員を交えて第１回執行委員会を開催し、2021 年度

執行部の活動がスタートしました。今年度も新型コロナウイルスの影響により取り組みには制限

がありますが、その中で各部会からの意見を元に課題に取り組んでいきます。7 月 20 日の第 2

回執行委員会では 2021 年度医学部支部活動方針、予算の検討を行ないます。執行部が提案する

活動方針案・予算案を組合員の皆さんにご検討いただく場である定期総会は、8 月 5日に開催し

ます。議案書は、定期総会 1週間前までに全員にお届けします。 

 新型コロナウイルスの感染拡大防止を念頭におきながらの 1年になるかと思いますが、組合の

取り組みへの皆さまのご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 

    
   四 役 か ら の ご あ い さ つ  

    
⽀部⻑ ⽯原 光浩 (医療技術部 病理部 臨床検査技師)  
 熊本大学教職員組合医学部支部支部長に信任いただきました病理診断科（病理部）臨床検査技

師の石原光浩です。県内の蔓延防止等重点措置は解除されましたが、全国的には感染者が減少し

ておらず、安心できない状況が続いています。熊本大学病院もコロナ感染患者を受け入れる体制

をとることにより、各病棟の重症度が上がり過重労働になっています。安全・安心な医療を担保

しつつ、一般診療とコロナ感染対応には、十分な人員確保など職場環境整備が必要となります。

今年度は教職員の増員を最重点の課題として組合活動に取り組んでいこうと考えています。また、

コロナ禍で対面型のコミュニケーションの場が限られていますが、職場の問題などに対して迅速

に対応できるように組合員との交流にも努力し運動を展開できればと考えています。 

 最後に「ウィズコロナ・アフターコロナ」社会の働き方も労働組合として重要な取り組み課題

となりますので引き続き、組合員の皆様のご理解とご協力の程よろしくお願いいたします。 
   

 

副⽀部⻑ 松岡 亜祐美 (看護部 中央放射線部 看護師) 
 昨年度に引き続き、熊本大学教職員組合医学部支部の副支部長に信任いただきました中央放射

線部看護師の松岡亜祐美です。 
 今年度も新型コロナウイルスの影響はまだまだ続いています。大学外に出向されたスタッフの

方々にはとても感謝しております。現在、熊本の感染者数は減少傾向ではありますが、まだ予断

を許さない状況です。院内では新型コロナウイルス感染者への対応をしながら、並行して一般診

療を行なっている部署の人員確保のため他部署からの応援をだしている状況です。ワクチンを接

種したからといって安全・安心とは限らず、常に感染予防策を徹底し、過酷な労働下で業務に従

事しています。少しでも皆様が働きやすい職場環境を整えるべく組合は活動していきます。 
 より良い環境作りのため、少しでも多くの組合員の声が必要となります。皆様のご協力を宜し

くお願い致します。 
 

 

 
副⽀部⻑ 園⽥ 佳奈 (医療技術部 ME 機器技術部⾨ 臨床⼯学技⼠)  
 今年度より熊本大学教職員組合の副支部長を務めさせて頂きます、医療技術部 ME 機器技術部

門の園田佳奈です。昨年度までは執行委員として活動していましたが、今年度からは四役という

大切な役目を任せて頂くことになりました。コロナウイルスの流行により組合での様々な活動が

中止となっており組合員の方々とお会いする機会も減っているのが残念です。このような状況の

なかで、工夫をこらしながら今までとは少し違う行事が行なえないか四役で考えていけたらなと

思っています。至らない点もあるかと思いますが、最後まで頑張りますのでこの１年間よろしく

お願いします。 

 

 

書記⻑ 中村 直⼦ (技術部 ⽣命科学系技術室 技術専⾨職員) 
 生命資源研究・支援センターに配属されております技術部 技術専門職員の中村直子です。先

日の投票でご信任いただき、前年度に引き続き書記長を務めさせていただくことになりました。 

 たった一つのウイルスのために大きな変化を強いられた昨年度、教職員組合も様々な行事を中

止したり縮小したりせざるを得ませんでしたが、感染症対策のもとで開催したお取り寄せスイー

ツの会にはたくさんの方にご参加いただき、スイーツを楽しみつつ情報交換していただくことが 

できました。たくさんの皆さんにご利用いただいています医学部支部独自の文化・スポーツ活動

や全学のグループ活動の支援補助も継続しております。今後は、さらに恒例となっていた日帰り

バスハイク、ビアパーティーや男子会なども、ウィズコロナ・ポストコロナの時代に対応して工

夫を凝らしながら復活させ、これらのイベントを通じて皆さんと情報交換できればと思います。 

 個人だけの努力で働く現場からの声を使用者側に届けることは難しいです。教職員組合は、熊

本大学が、働きやすい職場、長く働きたいと思える職場に近づくようにお手伝いさせていただき

ます。医学部支部の事務所は、いつも万全な感染対策を講じて皆さんのお越しをお待ちしており

ます。是非皆さんのいろいろなご意見・ご要望等をお聞かせ下さい。 

 

 

書記次⻑ ⽚⼭ 亜希（看護部 東病棟 5 階 CCU 看護師） 
前年度に引き続き熊本大学教職員組合の医学部支部書記次長に信任いただきました片山亜希

です。ご信任いただきありがとうございます。昨年度はコロナウイルスの影響により組合の活動

も積極的に行うことが出来ず、皆様の職場でも他病院・他病棟への応援、ワクチン接種など今ま

でとは異なる体制下の仕事となり様々な問題に直面されたことと思います。今年度も組合の活動

はコロナウイルスの動向に左右されるかと思いますが、労働環境改善を行っていくことは出来ま

す。そのためには、まず、現場で働く皆様の生の声が大切です。是非、皆様の生の声をお聞かせ

ください。今年度もよろしくお願い致します。 
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